
事 業 年 度
定時株主総会開催時期
基 準 日

株 主 名 簿 管 理 人
　
郵 便 物 送 付 先
　
　
同 取 次 所
1 単 元 の 株 式 の 数
公 告 の 方 法
　

上 場 証 券 取 引 所

毎年4月1日から翌年3月31日
毎年6月下旬
定時株主総会　毎年3月31日
期 末 配 当　毎年3月31日
中 間 配 当　毎年9月30日
東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社
〒168-0063 東京都杉並区和泉二丁目8番4号
三井住友信託銀行　証券代行部
電話　0120-782-031（フリーダイヤル）
三井住友信託銀行株式会社　本店及び全国各支店
100株
電子公告（当社ホームページに掲載）
※電子公告によることができないときは、
　日本経済新聞に掲載して行います。
東京証券取引所第一部

●住所変更、単元未満株式の買取等のお申出先について
　株主様の口座のある証券会社にお申出ください。
　なお、証券会社に口座がないため特別口座が開設されました株主様は、

特別口座の口座管理機関である三井住友信託銀行株式会社にお申出ください。
●未払配当金の支払いについて
　株主名簿管理人である三井住友信託銀行株式会社にお申出ください。

INFORMATION

平成28年3月

株 主 の 皆 様 へ

株主様へのご優待について

株主メモ

配当金（予定）について（平成28年2月26日公表）
　平成27年度の期末配当につきましては、当期業績見通し等を踏まえ、1株当たり37円50銭とし、中間配当金と合わせた年間配
当金は、1株当たり50円とさせていただく予定です。

平成26年度

期　　末 合　　計第2四半期末

12円50銭 22円50銭配当金 35円00銭

平成27年度

期　　末 合　　計第2四半期末

12円50銭 37円50銭 50円00銭

定時株主総会
期末配当金支払開始
年度事業報告書発行
有価証券報告書提出

第1四半期
決算発表

中間配当
基準日

中間配当金支払開始
第2四半期報告書発行

第2四半期
決算発表

四半期報告書
（第2四半期）提出

四半期報告書
（第1四半期）提出

3月 4月

5月

6月

7月

8月

9月10月

11月

12月

1月

2月

配当
基準日

期末決算発表

第3四半期
決算発表

四半期報告書
（第3四半期）提出

IRカレンダー

大阪製鐵株式会社【お問い合わせ】
〒541-0045　大阪市中央区道修町3丁目6番1号（京阪神御堂筋ビル13階）
TEL. 06-6204-0300㈹　http://www.osaka-seitetu.co.jp

ユニバーサルデザイン（UD）の考え方に基づき、
より多くの人に見やすく読みまちがえにくい
デザインの文字を採用しています。

　■対象株主 毎年3月31日現在の株主名簿に記載された当社株式100株（1単元）以上
 ご所有の株主様を対象といたします。
　■優待内容 ⑴100株以上1,000株未満ご所有の株主様
 　⇒ 1,000円相当の「QUOカード」を贈呈いたします。
 ⑵1,000株以上ご所有の株主様
 　⇒ 2,000円相当の「QUOカード」を贈呈いたします。

QUOカード



TOP MESSAGE

株主の皆様へ

株主の皆様には、平素より格別のご高配を賜り厚く御礼申しあげます。

株主の皆様には、今後ともご理解とご支援を
　　　　　　　　　　賜りますようお願い申しあげます。

【足元の業績について】
　日本経済は、輸出や公共投資が減少する中、雇用・所得環境の改善が進み、緩やかな回復基調が続いております。鉄鋼業界に

おきましては、土木向けが大幅に落ち込み、建築向けも減少するなど国内需要は想定を下回る水準で推移いたしました。

このような経営環境の中、当社グループの業績は堅調に推移しています。

【連結中期計画の完遂と成長戦略の実行】
　2015年度連結中期計画の最重要課題である省エネルギー・省電力20％達成に向け、省エネルギー新技術・設備導入を

積極的に進め、徹底したコストの削減に取り組んでまいりました。さらに、「商品力アジアNo.1」を目指し、品質向上を目的

とした設備強化や新商品の開発など、商品力強化・差別化を一段と推進してまいりました。

　一方、生産体制の最適化を図ることを狙いとして、本年3月末をもって、大阪恩加島工場の製鋼工程を休止し、鉄源

（製鋼工程）を堺工場へ全て移管いたしました。また、関東地区に生産拠点を有する東京鋼鐵株式会社を公開買付けにより連結

子会社といたしました。さらに、今後の成長戦略として、インドネシアにおける合弁会社（KOS社）の新工場につきまして、

本年秋の稼動に向け順調に建設工事を進めております。なお、清算手続きを進めてまいりました連結子会社である新北海

鋼業株式会社につきまして、本年2月26日をもって、清算結了いたしました。

【今後の経営環境について】
　今後の日本経済につきましては、引続き雇用・所得環境の改善が進み、緩やかに回復していくものと思われます。しかし

ながら、国際情勢の悪化、中国の供給過剰問題、新興国の景気減速による輸出の減少など、予断を許さないリスクがあります。

　こうした経営環境の下、当社グループは、省エネルギー・省電力を軸とした地道なコスト改善に努め、生産体制の最適化を

進めるとともに成長戦略を着実に実行し、より一層の収益向上を図ってまいります。

【今年度の業績見通しと当期末の配当予定について】　
　今年度の連結業績につきましては、売上高550億円、経常利益80億円、

当期純利益68億円となる見通しです。

　当期末の剰余金の配当につきましては、当期の業績見通し等を踏まえ、

1株につき37円50銭（年間配当金としては1株につき50円）とさせていただく

予定です。

TOPICS

極上溝形鋼

大阪地区生産体制の最適化について

東京鋼鐵株式会社の連結子会社化

■大阪製鐵グループ各工場

溝形鋼の品質向上

平成26年度 平成27年度
通　　期 第1四半期 第2四半期 第3四半期 通期見通し

（単位：百万円）

14,883
1,628
1,674

687
17円65銭

67,678
9,143
9,142
6,215

159円69銭

28,877
3,706
3,843
2,088

53円65銭

42,074
6,176
6,369
3,790

97円38銭

55,000
7,800
8,000
6,800

174円71銭

売 上 高
営 業 利 益
経 常 利 益
当 期 （ 四 半 期 ） 純 利 益
1株当たり当期 （ 四半期 ） 純利益

業績概況（平成28年2月26日公表）

代表取締役社長

内 田 純 司

海外事業の推進

KOS社工場　建設工事風景

大阪恩加島工場

西日本熊本工場

日本スチール

東京鋼鐵小山工場

堺工場

【製鋼工程を集約】

【連結子会社化】

マレーシアマレーシア

ベトナムベトナム

インドネシアインドネシア

【本年秋稼働予定】

PT. KRAKATAU OSAKA STEEL

　堺工場の溝形鋼品質向上の一環として導入いたしましたユニバーサル
スタンドを活用し、寸法・形状安定化を実現させた「極上溝形鋼」は、
お客様にご好評いただいております。
　今後は、さらなるサイズ拡大に向けた取り組みを進めてまいります。

　業界における競争激化に対処すべくコスト競争力をさらに強化し、
大阪地区生産体制の最適化を図ることを狙いとして、本年3月末をもって、
大阪恩加島工場の製鋼工程を休止し、鉄源（製鋼工程）を堺工場へ全て
移管いたしました。

　本年3月24日をもって、東京鋼鐵株式会社を公開買付けにより連結
子会社といたしました。今後は、両社が一体的に経営を行うことで、
日本の東西における需要の確実な捕捉、製造コスト・輸送費の削減などの
シナジー効果を追求してまいります。

平成28年3月期 決算見通し（連結）

　インドネシア国営製鉄会社であるPT. KRAKATAU STEEL（クラカ
タウ社）との合弁会社PT. KRAKATAU OSAKA STEEL（KOS社）の
新工場建設は、本年秋の稼動に向け順調に進んでおります。
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